
 
 

 

 

各会派が実施した視察一覧 

 

 

視察月日  視察会派  視察先及び視察項目  

11 月 18 日

～ 19 日  
自民党  

醍醐コミュニティバス市民の会（京都府京都市）  

醍醐コミュニティバスについて  

京都府  

コミュニティ支援マルチ交通事業について  

11 月７日

～８日  
立国フ  

大阪府堺市  

乗合タクシーについて  

岡山県岡山市  

郊外部の地域公共交通の取り組みについて  

10 月 17 日

～ 18 日  
公明党  

熊本県熊本市  

熊本地域公共交通網形成計画について  

福岡県北九州市  

おでかけ交通事業について  

 

郊 外 部 再 生 ・ 活 性 化 特 別 委 員 会  

令 和 ２ 年 ２ 月 ６ 日 （ 木 ）  
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郊外部再生・活性化特別委員会  

令 和 ２ 年 ２ 月 ６ 日 （ 木 ）  

 

令和元年度郊外部再生・活性化特別委員会中間報告書  構成（案）  

 

１  付議事件  

都市の成長の基盤を支える魅力と活力ある郊外部のまちづくりに関すること。  

 

２  調査・研究テーマ  

郊外部を活性化させる持続可能な地域交通について  

 

３  テーマ選定の理由  

高齢化と人口減少の進展が本市全体の課題となっている中、郊外部には大規模

団地や公共施設の老朽化、空き家の増加などの課題があり、活力の低下が懸念さ

れている。当委員会は、これらの課題解決のために昨年から発足しており、議論

を進める中で課題の一つとして地域交通の重要性が言及されている。  

地域交通は、鉄道駅周辺のまちづくりや郊外住宅地の再生といったハード面と、

商店街の活性化や地域コミュニティーの維持といったソフト面ともに関連性が高

い重要な課題であるため、郊外部の活性化には持続可能で利便性が高く、市民に

身近な交通の充実が必要である。  

それぞれの地域ニーズを踏まえて地域交通を構築するには、行政だけでなく、

地域住民や商店街、交通事業者等とも連携しながら進めていくことが必要である。

これには多種多様な手法が考えられるため、本市においてどのように地域交通の

維持・充実に取り組んでいくかを調査・研究することは非常に有意義である。  

これらを踏まえ、令和元年度は、郊外部を活性化させる持続可能な地域交通に

ついて調査・研究を行う。  

 

４  委員会活動の経過等  

（１）令和元年６月５日  委員会開催  

ア  議題  

  令和元年度の委員会運営方法について  

  イ  委員会開催概要  

  令和元年度の委員会運営方法及び今年度の調査・研究テーマ案について、

委員間で意見交換を行った。  

ウ  委員意見概要（委員会における委員意見等を記載）  
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（２）令和元年７月 10日  委員会開催  

  ア  議題  

    令和元年度の委員会運営方法について  

  イ  当局説明概要  

本年度の調査・研究テーマを「郊外部を活性化させる持続可能な地域交通

について」と決定した。その後、調査・研究テーマに関連する施策について

所管局から説明を聴取し、意見交換を行った。  

【所管局】道路局、都市整備局、政策局  

    ・横浜の交通を取り巻く状況（当局説明の概要を記載）  

    ・地域交通に関する計画上の位置付け（当局説明の概要を記載）  

    ・地域交通施策の取組状況（当局説明の概要を記載）  

  ウ  委員意見概要（委員会における委員意見等を記載）  

（３）令和元年９月 24日  市内視察実施  

   金沢区能見台の片吹地区において地域交通サポート事業として運航している

京急バス能５系統の説明聴取及び乗車を実施した。  

（４）令和元年 10月 17日～ 10月 18日  行政視察実施  

  ア  視察委員：公明党  源波副委員長、安西委員、尾崎委員  

イ  視察先及び視察項目  

・熊本県熊本市  

熊本地域公共交通網形成計画について  

   ・福岡県北九州市  

おでかけ交通事業について  

（５）令和元年 11月７日～ 11月８日  行政視察実施  

  ア  視察委員：立国フ  小粥委員長、有村委員、藤崎委員  

イ  視察先及び視察項目  

・大阪府堺市  

乗合タクシーについて  

   ・岡山県岡山市  

郊外部の地域公共交通の取り組みについて  

（６）令和元年 11月 18日～ 11月 19日  行政視察実施  

  ア  視察委員：自民党  遊佐副委員長、青木委員、斉藤委員、関委員  

イ  視察先及び視察項目  

・醍醐コミュニティバス市民の会（京都府京都市）  

醍醐コミュニティバスについて  

   ・京都府  

コミュニティ支援マルチ交通事業について  
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（７）令和元年 11月 29日  委員会開催  

  ア  議題  

    参考人の招致について  

  イ  委員会開催概要  

本委員会の付議事件に関連して、参考人からの意見聴取を行うことを決定

した。  

    参考人：横浜国立大学  教授  

中村  文彦（なかむら  ふみひこ）氏  

    案件名：郊外部を活性化させる持続可能な地域交通について  

（８）令和元年 12 月２日  委員会開催  

ア  議題  

  郊外部を活性化させる持続可能な地域交通について  

イ  参考人講演概要（参考人講演の概要を記載）  

  ウ  委員意見概要（委員会における委員意見等を記載）  

（９）令和２年２月６日  委員会開催  

   本日の概要を記載  

（ 10）次回委員会  

   当日の概要を記載  

 

５  郊外部を活性化させる持続可能な地域交通についてのまとめ  

  委員意見等から導き出される本委員会のまとめを記載  


